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発表演題名 夜叉ケ池における水質およびプランクトンの季節変動について 

発表学会名 第 76回日本陸水学会 
発表者名 片谷千恵子 

開催場所 松江市 

発表日時 平成２３年９月２２日 

発表内容 福井県南条郡南越前町にある「夜叉ケ池」は、環境省の「第３次酸性雨対策調

査」で酸性雨による影響が生じている可能性があり、今後も調査を継続して行う

必要があるとされた湖沼である。また、絶滅危惧種の「ヤシャゲンゴロウ」が生

息する貴重な湖沼としても知られている。 
福井県では、平成 6年度から環境省の委託を受けて年 4回のモニタリング調査

を行っているが、年間を通じた水質の変動をより正確に把握するため、平成 9年
度および 20年度に詳細調査を実施している。平成 22年度は、従来から実施して
いる水質調査に加え、プランクトン相の詳細調査もあわせて行った。 
調査は、平成 22年 4月 28日～11月 10日の間に計 8回、湖岸採水により実施

した。その結果、pHは、5.22～5.71、平均 5.43であり、雪解け時に最も低く、
秋季に上昇する傾向は、平成９年度および 20 年度の詳細調査と同様であった。 
イオン濃度は、Na+、Cl－、SO4－が 5～6月に最も高く、NO3－が同時期に最も

低下した。また、PO43－が 9月以降急激に上昇し、10月には 0.064mg/Lと最も
高濃度となった。平成 22年度は、例年より気温が高く、7月、8月の水温が 25℃
を超えており、底層の貧酸素状態が長く続いたことによる燐溶出の影響と推測さ

れる。 
クロロフィル a濃度は、1.4～14.0µg/L、平均 6.0µg/Lであり、5月に最高値、

7月に最低値を示した。クロロフィル aの上昇は、植物プランクトンによる光合
成作用の増加となり、pH上昇の要因となる。 
植物プランクトンについては、4月、5月にクリプト藻類の Cryptomonas sp.
が第１優占種となり、５月には 404cells/mLと大量に出現した。5月のクロロフ
ィル a 濃度上昇および NO3-の低下は、上記の Cryptomonas sp.に起因するもの
と推測された。7月には緑藻類のMonoraphidium sp.および Sphaerocystis sp.
がわずかに出現し、9 月にはクリプト藻類が第１優占種となり、渦鞭毛藻類の
Ceratium hirundinella が第２優占種として出現した。Ceratium hirundinella
は、今回の調査で出現した植物プランクトンの中では、最も大型種であった。11
月には、5月に大量出現した Cryptomonas sp.が再び優占した。 
平成 22 年度は、例年に比べ降水量が多く夏季の気温が高いなどの特異な気象
条件下の調査となった。今後も同様な詳細調査を継続していく予定である。 

 
 


